
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（前号速報の続き） 

 9月 7日、北海道労働委員会は札幌大学不当労働行為事件で組合側全面勝利の命令書を交付しました。 

 2015 年 10 月に続く 2 度目の命令。今回は 2015 年度の一時金をめぐる団体交渉で法人側が一方的に団交を打

ち切って不利益変更を強行したことが、団交拒否・不誠実団交、および正常な組合運営に対する支配介入だと

する 2016年 2月の申立てを全て認める内容。 

命令書では「使用者は単に労働組合の要求や主張を聞くだけではなく、誠意のある団交を行う義務」があり、

組合に対する回答や自己の主張を「具体的に説明し、必要によってはそれらにつき論拠を示し、自己の主張を

裏付けるのに必要な資料を提示するなど、誠実な対応を通じて合意形成の可能性を模索する必要がある。そし

て、この誠実交渉義務が果たされなかった場合」は「不当労働行為に該当」する、と断じています。 

同法人、11日に命令受入れ表明とポストノーティス 
 命令書では 1 週間以内の謝罪文掲示（10 日間のポストノーティス）が命じられましたが、法人側は土日を含

めわずか 4 日後の 11 日、組合に対して「本学の持続的発展に向け、貴組合との関係改善及び懸案事項の早期

解決」のため命令を受入れると通知してきました。ポストノーティスの「懸案」を学生の夏休み期間が明けぬ

うち「早期解決」するためのスピーディーな対応であると思われます。 

 

       <北海道新聞記事（9月 7日・夕刊）> 

 

  <札大中央棟正面玄関のﾎﾟｽﾄﾉｰﾃｨｽ（9月 11日）> 

  

 命令書全文＋概要版は道労委サイトに掲載 

 当命令はいずれにしましても「確定命令」となります。今後の労働組合活動に生かせる内容です。 

 北海道労働委員会サイトから全てをダウンロードすることができます。是非ご参照ください。 

 

札幌大不当労働行為事件（2 回目） 

組合の全面勝利命令！ 
― 法人側、命令を受入れﾎﾟｽﾄﾉｰﾃｨｽ ― 
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